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１４ 参考資料 
 

１４－１ 身体障害者障害程度等級表  
等 級 1級 2級 3級 

視覚障害 

視力の良い方の眼の視

力（万国式試視力表に

よって測ったものをい

い、屈折異常のある者

については、矯正視力

について測ったものを

いう。以下同じ。）が

0.01以下のもの 

１ 視力の良い方の

眼の視力が0.02以

上0.03以下のもの 

２ 視力の良い方の

眼の視力が0.04か

つ他方の眼の視力

が手動弁以下のも

の 

３  周 辺 視 野 角 度

（ Ⅰ /4 視 標 に よ

る。以下同じ。）

の総和が左右眼そ

れぞれ80度以下か

つ両眼中心視野角

度（Ⅰ/2視標によ

る。以下同じ。）

が28度以下のもの 

４ 両眼開放視認点

数が70点以下かつ

両眼中心視野視認

点数が20点以下の

もの 

１ 視力の良い方の

眼の視力が0.04以

上0.07以下のもの

（2級の2に該当す

るものを除く。） 

２ 視力の良い方の

眼の視力が0.08か

つ他方の眼の視力

が手動弁以下のも

の 

３ 周辺視野角度の

総和が左右眼それ

ぞれ80度以下かつ

両眼中心視野角度

が56度以下のもの 

４ 両眼開放視認点

数が70点以下かつ両

眼中心視野視認点数

が40点以下のもの 

 

機 聴 

能 覚 

の 又 

障 は 

害 平 

衡 

聴覚障害  

両耳の聴力レベルが

それぞれ100デシベ

ル以上のもの 

（両耳全ろう） 

両耳の聴力レベルが

90デシベル以上のも

の（耳介に接しなけ

れば大声語を理解し

えないもの） 

 

平衡機能障害   
平衡機能の極めて著

しい障害 

音声機能言語機能又は 

そしゃく機能の障害 
  

音声機能、言語機能

又はそしゃく機能の

喪失 
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等 級 ４級 ５級 ６級 

視覚障害 

１ 視力の良い方の眼

の視 力が0.08以上

0.1以下のもの（3

級の2に該当するも

のを除く。） 

２ 周辺視野角度の総

和が左右眼それぞれ

80度以下のもの 

３ 両眼開放視認点数

が70点以下のもの 

１ 視力の良い方の

眼の視力が0.2か

つ他方の眼の視力

が0.02以下のもの 

２ 両眼による視野

の1/2以上が欠け

ているもの 

３ 両眼中心視野角

度が56度以下のも

の 

４ 両眼開放視認点

数が70点を超えか

つ100点以下のも

の 

５ 両眼中心視野視

認点数が40点以下

のもの 

 

 

 

 

 

 

視力の良い方の眼の

視力が0.3以上0.6以

下かつ他方の眼の視

力が0.02以下のもの 

 

 

 

機 聴 

能 覚 

の 又 

障 は 

害 平 

   衡 

聴覚障害 

１ 両耳の聴力レベル

が80デシベル以上

のもの（耳介に接し

なければ話声語を理

解しえないもの） 

２ 両耳による普通話

声の最良の語音明瞭

度が50％以下のも

の 

 １ 両耳の聴力レベ

ルが70デシベル以

上のもの（40cm

以上の距離で発声

された会話語を理

解しえないもの） 

２ 一側耳の聴力レ

ベルが90デシベル

以上、他側耳の聴

力レベルが50デシ

ベル以上のもの 

平衡機能障害 
 平衡機能の著しい障

害 

 

音声機能言語機能又は 

そしゃく機能の障害 

音声機能、言語機能又

はそしゃく機能の著し

い障害 
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等 級 1級 2級 3級 

 

 

 

 

肢

体

不

自

由 

上肢機能障害 

１ 両上肢の機能を全

廃したもの 

２ 両上肢を手関節以

上で欠くもの 

１ 両上肢の機能の

著しい障害 

２ 両上肢のすべて

の指を欠くもの 

３ 一上肢の上腕の

1/2以上で欠くも

の 

４ 一上肢の機能を 

全廃したもの 

１ 両上肢のおや指

及びひとさし指を

欠くもの 

２ 両上肢のおや指

及びひとさし指の

機能を 全廃した

もの 

３ 一上肢の機能の

著しい障害 

４ 一上肢のすべて

の指を欠くもの 

５ 一上肢のすべて

の指の機能を全廃

したもの 

 

 

 

４級 ５級 ６級 ７級 

１ 両上肢のおや指を

欠くもの 

２ 両上肢のおや指の

機能を全廃したもの 

３ 一上肢の肩関節、

肘関節又は手関節の

うち、いずれか一関

節の機能を全廃した

もの 

４ 一上肢のおや指及

びひとさし指を欠く

もの 

５ 一上肢のおや指及

びひとさし指の機能

を全廃したもの 

６ おや指又はひとさ

し指を含めて一上肢

の三指を欠くもの 

７ おや指又はひとさ

し指を含めて一上肢

の三指の機能を全廃

したもの 

８ おや指又はひとさ

し指を含めて一上肢

の四指の機能の著し

い障害 

１ 両上肢のおや指の

機能の著しい障害 

２ 一上肢の肩関節、

肘関節又は手関節の

うち、いずれか一関

節の機能の著しい障

害 

３ 一上肢のおや指を

欠くもの 

４ 一上肢のおや指の

機能を全廃したもの 

５ 一上肢のおや指及

びひとさし指の機能

の著しい障害 

６ おや指又はひとさ

し指を含めて一上肢

の三指の機能の著し

い障害 

１ 一上肢のおや指

の機能の著しい障

害 

２ ひとさし指を含

めて一上肢の二指

を欠くもの 

３ ひとさし指を含

めて一上肢の二指

の機能を全廃した

もの 

１ 一上肢の機能の

軽度の障害 

２  一 上 肢 の 肩 関

節、肘関節又は手

関節のうち、いず

れか一関節の機能

の軽度の障害 

３ 一上肢の手指の

機能の軽度の障害 

４ ひとさし指を含

めて一上肢の二指

の機能の著しい障

害 

５  一 上 肢 の な か

指、くすり指及び

小指を欠くもの 

６  一 上 肢 の な か

指、くすり指及び

小指の機能を全廃

したもの 
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等 級 1級 2級 3級 

 

 

 

肢

体

不

自

由 

 

 

 

下肢機能障害 

１ 両下肢の機能を

全廃したもの 

２ 両下肢を大腿の

1/2以上で欠くも

の 

１ 両下肢の機能の著

しい障害 

２  両 下 肢 を 下 腿 の

1/2以上で欠くもの 

１ 両下肢をショパ

ール関節以上で欠

くもの 

２ 一下肢を大腿の

1/2以上で欠くも

の 

３ 一下肢の機能を

全廃したもの 

 

 

４級 ５級 ６級 ７級 

１ 両下肢の全ての指

を欠くもの 

２ 両下肢の全ての指

の機能を全廃したも

の 

３  一 下 肢 を 下 腿 の

1/2以上で欠くもの 

４ 一下肢の機能の著

しい障害 

５ 一下肢を股関節又

は膝関節の機能を全

廃したもの 

６ 一下肢が健側に比

して１０㎝以上又は

健側の長さの1/10

以上短いもの 

１ 一下肢の股関節又

は膝関節の機能の著

しい障害 

２ 一下肢の足関節の

機能を全廃したもの 

３ 一下肢が健側に比

して５㎝以上又は健

側の長さの1/15以

上短いもの 

１ 一下肢をリスフ

ラン関節以上で欠

くもの 

２ 一下肢の足関節

の機能の著しい障

害 

１ 両下肢のすべて

の指の機能の著し

い障害 

２ 一下肢の機能の

軽度の障害 

３  一 下 肢 の 股 関

節、膝関節又は足

関節のうち、いず

れか一関節の機能

の軽度の障害 

４ 一下肢のすべて

の指を欠くもの 

５ 一下肢のすべて

の指の機能を全廃

したもの 

６  一下肢が健側

に比して3㎝以上

又は健側の長さの

1/20以上 短いも

の 
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等 級 1級 2級 3級 

 

 

 

 

 

 

 

 

肢

体

不

自

由 

 

体幹機能障害 

体幹の機能障害により

坐っていることができ

ないもの 

１ 体幹の機能障害

により坐位又は起

立位を保つことが

困難なもの 

２ 体幹の機能障害

により立ち上がる

ことが困難なもの 

 

体幹の機能障害によ

り歩行が困難なもの 

 

脳 乳 

病 幼 

変 児 

に 期 

よ 以 

る 前 

運 の 

動 非 

機 進 

能 行 

障 性 

害 の 

 

上肢機能

障害 

不随意運動・失調等に

より上肢を使用する日

常生活動作がほとんど

不可能なもの 

不随意運動・失調等

により上肢を使用す

る日常生活動作が極

度に制限されるもの 

不随意運動・失調等

により上肢を使用す

る日常生活動作が著

しく制限されるもの 

 

 

 

移動機能

障害 

不随意運動・失調等に

より歩行が不可能なも

の 

不随意運動・失調等

により歩行が極度に

制限されるもの 

不随意運動・失調等

により歩行が家庭内

での日常生活活動に

制限されるもの 

 

 

４級 ５級 ６級 ７級 

 体幹の機能の著しい障

害 

 

 

 

  

不随意運動・失調等に

よる上肢の機能障害に

より社会での日常生活

活動が著しく制限され

るもの 

不随意運動・失調等に

よる上肢の機能障害に

より社会での日常生活

活動に支障があるもの 

 

不随意運動・失調等

により上肢の機能の

劣るもの 

上肢に不随意運動・

失調等を有するもの 

不随意運動・失調等に

より社会での日常生活

活動が著しく制限され

るもの 

不随意運動・失調等に

より社会での日常生活

活動に支障のあるもの 

不随意運動・失調等

により移動機能の劣

るもの 

下肢に不随意運動・

失調等を有するもの 
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等 級 1級 2級 3級 4級 

心
臓
、
じ
ん
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
又
は
ぼ
う
こ
う
若
し
く
は
直
腸
若
し
く
は
小
腸 

若
し
く
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
若
し
く
は
肝
臓
の
機
能
の
障
害 

心臓機能障害 

心臓の機能の障

害により自己の

身辺の日常生活

活動が極度に制

限されるもの 

 

 

 心 臓 の 機 能 の

障 害 に よ り 家

庭 内 で の 日 常

生 活 活 動 が 著

し く 制 限 さ れ

るもの 

心 臓 の 機 能 の

障 害 に よ り 社

会 で の 日 常 生

活 活 動 が 著 し

く 制 限 さ れ る

もの 

じん臓機能 

障害 

じん臓の機能の

障害により自己

の身辺の日常生

活活動が極度に

制限されるもの 

 

 

 じ ん 臓 の 機 能

の 障 害 に よ り

家 庭 内 で の 日

常 生 活 活 動 が

著 し く 制 限 さ

れるもの 

じ ん 臓 の 機 能

の 障 害 に よ り

社 会 で の 日 常

生 活 活 動 が 著

し く 制 限 さ れ

るもの 

呼吸器機能 

障害 

呼吸器の機能の

障害により自己

の身辺の日常生

活活動が極度に

制限されるもの 

 

 

 呼 吸 器 の 機 能

の 障 害 に よ り

家 庭 内 で の 日

常 生 活 活 動 が

著 し く 制 限 さ

れるもの 

呼 吸 器 の 機 能

の 障 害 に よ り

社 会 で の 日 常

生 活 活 動 が 著

し く 制 限 さ れ

るもの 

ぼうこう又は 

直腸機能障害 

ぼうこう又は直

腸の機能の障害

により自己の身

辺の日常生活活

動が極度に制限

されるもの 

 

 

 ぼ う こ う 又 は

直 腸 の 機 能 の

障 害 に よ り 家

庭 内 で の 日 常

生 活 活 動 が 著

し く 制 限 さ れ

るもの 

ぼ う こ う 又 は

直 腸 の 機 能 の

障 害 に よ り 社

会 で の 日 常 生

活 活 動 が 著 し

く 制 限 さ れ る

もの 

小腸機能障害 

小腸の機能の障

害により自己の

身辺の日常生活

活動が極度に制

限されるもの 

 

 

 小 腸 の 機 能 の

障 害 に よ り 家

庭 内 で の 日 常

生 活 活 動 が 著

し く 制 限 さ れ

るもの 

小 腸 の 機 能 の

障 害 に よ り 社

会 で の 日 常 生

活 活 動 が 著 し

く 制 限 さ れ る

もの 
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等 級 1級 2級 3級 4級 

心
臓
、
じ
ん
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
又
は
ぼ
う
こ
う
若
し
く
は
直
腸
若
し
く
は
小
腸 

若
し
く
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
若
し
く
は
肝
臓
の
機
能
の
障
害 

ヒト免疫不全

ウイルス 

による 

免疫機能障害 

ヒト免疫不全ウ

イルスによる免

疫の機能の障害

により日常生活

がほとんど不可

能なもの 

ヒト免疫不全ウ

イルスによる免

疫の機能の障害

により日常生活

が極度に制限さ

れるもの 

ヒ ト 免 疫 不 全

ウ イ ル ス に よ

る 免 疫 の 機 能

の 障 害 に よ り

日 常 生 活 が 著

し く 制 限 さ れ

る も の （ 社 会

で の 日 常 生 活

活 動 が 著 し く

制 限 さ れ る も

のを除く。） 

 

 

 

 

ヒ ト 免 疫 不 全

ウ イ ル ス に よ

る 免 疫 の 機 能

の 障 害 に よ り

社 会 で の 日 常

生 活 活 動 が 著

し く 制 限 さ れ

るもの 

肝臓機能障害 

肝臓の機能の障

害により日常生

活活動がほとん

ど不可能なもの 

肝臓の機能の障

害により日常生

活活動が極度に

制限されるもの 

肝 臓 の 機 能 の

障 害 に よ り 日

常 生 活 活 動 が

著 し く 制 限 さ

れ る も の （ 社

会 で の 日 常 生

活 活 動 が 著 し

く 制 限 さ れ る

も の を 除

く。） 

 

 

肝 臓 の 機 能 の

障 害 に よ り 社

会 で の 日 常 生

活 活 動 が 著 し

く 制 限 さ れ る

もの 

 

 

【 備 考 】 

 １ 同一の等級について2つの重複する障害がある場合は、1級うえの級とする。ただし、２つ

の重複する障害が特に本表中に指定されているものは該当等級とする。 

 ２ 肢体不自由においては、7級に該当する障害が2以上重複する場合は、6級とする。 

 ３ 異なる等級について2以上の重複する障害がある場合については、障害の程度を勘案して当

該等級より上の級とすることができる。 

 ４ 「指を欠くもの」とは、おや指については指骨間関節、その他の指については第一指骨間

関節以上を欠くものをいう。 

 ５ 「指の機能障害」とは、中手指節関節以下の障害をいい、おや指については、対抗運動障

害を含むものとする。 

 ６ 上肢又は下肢欠損の断端の長さは、実用長（上肢においては腋窩より、大腿において坐骨

結節の高さより計測したもの）をもって計測したものをいう。 

 ７ 下肢の長さは、前腸骨棘より内くるぶし下端までを計測したものをいう。 
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１４－２ 障害者総合支援法の対象となる難病等  
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〇小児慢性疾患群等対象疾患 

 

20

歳

未

満  

 特 定 疾 患 名 称   特 定 疾 患 名 称  

１  悪 性 新 生 物  ９  血 液 疾 患  

２  慢 性 腎 疾 患  １ ０  免 疫 疾 患  

３  慢 性 呼 吸 器 疾 患  １ １  神 経 ・ 筋 疾 患  

４  慢 性 心 疾 患  １ ２  慢 性 消 化 器 疾 患  

５  
内 分 泌 疾 患  

１ ３  
染 色 体 又 は 遺 伝 子 に 変 化 を 伴 う

症 候 群  

６  膠 原 病  １ ４  皮 膚 疾 患 群  

７  糖 尿 病  １ ５  骨 系 統 疾 患  

８  先 天 性 代 謝 異 常  １ ６  脈 管 系 疾 患  

 ※ す べ て の 小 児 慢 性 疾 患 が 障 害 者 総 合 支 援 法 の 対 象 と な る わ け で は あ り ま せ ん 。  
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１４－３ 障がい者等に関するマークの一例  
名称 概要等 連絡先 

【障害者のための 

国際シンボルマーク】 

 

障がい者が利用できる建物、施設であることを

明確に表すための世界共通のシンボルマークで

す。マークの使用については国際リハビリテーシ

ョン協会の「使用指針」により定められていま

す。 

 このマークを見かけた際は、障がい者の利用へ

の配慮をお願いいたします。 

 ※このマークは「すべての障がい者を対象」と

したものです。 

 特に車椅子を利用する障がい者を限定し、使用

されるものではありません。 

公益財団法人  

日本障害者 

リハビリテーション協会 

 

TEL 

03-5273-0601 

FAX 

03-5273-1523 

 

 

【身体障害者標識】 

 

肢体不自由であることを理由に免許に条件を付

されている方が運転する車に表示するマークで、

マークの表示については、努力義務となっていま

す。 

 危険防止のためやむを得ない場合を除き、この

マークを付けた車に幅寄せや割り込みを行った運

転者は、道路交通法の規定により罰せられます。 

警察庁交通局、 

都道府県警察本部交通部、

警察署交通課 

警察庁 

 

TEL 

03-3581-0141(代) 

【聴覚障害者標識】 

 

聴覚障がいであることを理由に免許に条件を付

されている方が運転する車に表示するマークで、

マークの表示については、義務となっています。 

 危険防止のためやむを得ない場合を除き、この

マークを付けた車に幅寄せや割り込みを行った運

転者は、道路交通法の規定により罰せられます。 

警察庁交通局、 

都道府県警察本部交通部、 

警察署交通課 

警察庁 

 

TEL 

03-3581-0141(代) 

【盲人のための国際

シンボルマーク】 

 

世界盲人連合で１９８４年に制定された盲人の

ための世界共通のマークです。視覚障がい者の安

全やバリアフリーに考慮された建物、設備、機器

などに付けられています。信号機や国際点字郵便

物・書籍などで身近に見かけるマークです。 

 このマークを見かけた場合には、視覚障がい者

の利用への配慮について、御理解、御協力をお願

いいたします。 

社会福祉法人  

日本盲人福祉委員会 

TEL 

03-5291-7885 

FAX 

03-5291-7886 

 

【耳マーク】 

 

聞こえが不自由なことを表すと同時に、聞こえ

ない人・聞こえにくい人への配慮を表すマークで

す。聴覚障がい者は見た目には分からないため

に、誤解されたり、不利益をこうむったり、社会

生活上で不安が少なくありません。 

 このマークを提示された場合は、相手が「聞こ

えない・聞こえにくい」ことを理解し、口を大き

くあけて話す、又は筆談など、その人に合わせた

コミュニケーションの方法への配慮について御協

力をお願いいたします。 

一般社団法人  

全日本難聴者・ 

中途失聴者団体連合会 

FAX 

03-3354-0046 

E-mail 

zennancho@zennanch

o.or.jp 
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名称 概要等 連絡先 

【ほじょ犬マーク】 

 

 

身体障害者補助犬同伴の啓発のためのマークで

す。 

 身体障害者補助犬とは、盲導犬、介助犬、聴導

犬のことを言います。「身体障害者補助犬法」に

おいて、公共の施設や交通機関はもちろん、デパ

ートやスーパー、ホテル、レストランなどの民間

施設は、身体障害者補助犬を同伴するのを受け入

れる義務があります。 

 補助犬はペットではありません。社会のマナー

もきちんと訓練されており、衛生面でもきちんと

管理されています。 

 補助犬を同伴していても使用者への援助が必要

な場合があります。使用者が困っている様子を見

かけたら、積極的にお声かけをお願いします。 

 

厚生労働省社会・援護局 

障害保健福祉部企画課 

自立支援振興室 

 

TEL 

03-5253-1111(代) 

FAX 

03-3503-1237 

 

【オストメイト用 

設備／オストメイト】 

 

人工肛門・人工膀胱を造設している人（オスト

メイト）のための設備があること及びオストメイ

トであることを表しています。 

 このマークを見かけた場合には、身体内部に障

がいのある障がい者であること及びその配慮され

たトイレであることを御理解の上、御協力をお願

いいたします。 

公益社団法人  

交通エコロジー・ 

モビリティ財団 

 

TEL 

03-5844-6265 

FAX 

03-5844-6294 

【ハート・ 

プラスマーク】 

 

「身体内部に障がいがある人」を表していま

す。身体内部（心臓、呼吸機能、じん臓、膀胱・

直腸、小腸、肝臓、免疫機能）に障がいがある方

は外見からは分かりにくいため、様々な誤解を受

けることがあります。 

 内部障がいの方の中には、電車などの優先席に

座りたい、障がい者用駐車スペースに停めたい、

といったことを希望していることがあります。 

 このマークを着用されている方を見かけた場合

には、内部障がいへの配慮について御理解、御協

力をお願いいたします。 

特定非営利活動法人 

ハート・プラスの会 

 

TEL 

080-4824-9928 

 

【ハートフル 

マーク】 

 

 

 

 

このマークは、あたたかいハートの中で、障が

い者と経営者がともに手を取り合って働く姿をデ

ザインしたもので、人の優しさをハートの笑顔で

表現しています。 

 社団法人全国重度障害者雇用事業所協会の会員

事業所が取り扱う製品、商品等に表示して、会員

事業所が重度障がい者を多数雇用し、障がい者に

やさしい企業であることを一般に訴えることによ

り、その製品、商品等の購買力を高めるとともに

官公需や民需の受注促進を図り、もって会員事業

所の連帯意識の高揚と事業所経営及び障がい者の

雇用の安定に資するものです。 

社団法人 

全国重度障害者雇用 

事業所協会 

 

TEL 

03-6280-3627 

FAX 

03-6280-3628 



１ ４  参 考 資 料  

113 

 

名称 概要等 連絡先 

【ヘルプマーク】 

 

 義足や人工関節を使用している方、内部障が

いや難病の方、または妊娠初期の方など、外見か

ら分からなくても援助や配慮を必要としている

方々が、周囲の方に配慮を必要としていることを

知らせることで、援助を得やすくなるよう、作成

されたマークです。ヘルプマークを身に着けた方

を見かけた場合は、電車・バス内で席をゆずる、

困っているようであれば声をかける等、思いやり

のある行動をお願いします。 

東京都福祉局 

障害者施策推進部企画課 

社会参加推進担当 

 

TEL 

03-5320-4147 

【ヘルプカード】 

 

障がい等により、支援や配慮を必要としている

が外見から分からない方などが、周囲の人に支援

等を必要としていることを知らせるためのもので

す。 

千葉県健康福祉部 

障害者福祉推進課 

TEL 043-223-2340 

又は市川市障がい者支援課 

TEL 047-712-8513 

【配布先】 

県保健福祉センター（保健所） 

市川市障がい者支援課 

【手話マーク・筆談マーク】 

 

 

一般財団法人全日本ろうあ連盟が、ろう者、難

聴者、中途失聴者（以下、ろう者等）にとって

の、コミュニケーションバリアの問題を永遠の課

題とし、ろう者等が「筆談で対応できる」「手話

で対応できる」ことにより、安心して公共施設等

を利用できることを目的に策定したものです。 

一般財団法人  

全日本ろうあ連盟 

本部事務所 

 

TEL 

０3-3268-8847 

FAX 

03-3267-3445 

 

１４－４ 特定疾病（１６疾病）一覧  
特定疾病とは、加齢との関係がある疾病か、要介護状態になる可能性が高い疾病を指します。 

１．がん(医師が一般に認められている医学的知見に基づき回復の見込みがない状態に至ったと判断したものに限る。) 

２．関節リウマチ 

３．筋萎縮性側索硬化症 

４．後縦靭帯骨化症 

５．骨折を伴う骨粗鬆症 

６．初老期における認知症 

７．進行性核上性麻痺、大脳皮質基底核変性症及びパーキンソン病 

８．脊髄小脳変性症 

９．脊柱管狭窄症 

１０．早老症 

１１．多系統萎縮症 

１２．糖尿病性神経障害、糖尿病性腎症及び糖尿病性網膜症 

１３．脳血管疾患 

１４．閉塞性動脈硬化症 

１５．慢性閉塞性肺疾患 

１６．両側の膝関節又は股関節に著しい変形を伴う変形性関節症 




